
第
１
回
交
渉
で
は
、
突
然
当
局
か

ら
示
さ
れ
た
逆
提
案
に
、
現
場
か
ら

の
抗
議
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。県

当
局
が
、
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク

に
あ
た
る
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
を
取

り
下
げ
な
い
限
り
、
私
た
ち
は
、
と

て
も
交
渉
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

参
加
者
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
発

言
が
さ
れ
ま
し
た
。

〇
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク
は
と
う
て
い

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
「
学
校
の
教

育
力
を
高
め
る
」
と
い
う
教
職
員
評

価
の
目
的
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
も
の

だ
。
協
力
・
共
同
の
学
校
づ
く
り
が

で
き
な
く
な
る
。
教
員
の
魅
力
の
低

下
に
も
拍
車
が
か
か
る
。

〇
未
配
置
・
未
補
充
の
状
況
が
ひ
ど

い
。
中
3
社
会
と
中
３
国
語
の
教

員
が
同
時
期
に
休
業
。
特
に
社
会
は
、

代
替
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
中

２
と
中
１
担
当
で
分
け
て
実
施
。

〇
美
術
の
教
員
の
代
替
が
見
つ
か
ら

ず
、
他
校
か
ら
兼
務
発
令
。
子
ど
も

の
学
習
権
と
教
職
員
の
働
き
方
の
両

面
で
問
題
で
あ
る
。

〇
ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
で
４
月

に
初
め
て
教
壇
に
立
っ
た
臨
任
者
が
、

夏
で
退
職
し
た
。

〇
現
行
再
任
用
教
職
員
に
も
、
住
居

手
当
や
扶
養
手
当
は
必
要
。
大
学
生

の
子
ど
も
が
い
る
方
も
い
る
。

〇
３
年
連
続
で
事
務
職
員
が
臨
任
者

の
現
場
が
あ
る
。
同
一
校
勤
務
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
毎
年
職
員

が
変
わ
っ
て
い
る
。
現
場
は
混
乱
し

て
い
る
。

〇
月
途
中
採
用
者
の
通
勤
手
当
が
出

な
い
こ
と
は
お
か
し
い
。

〇
登
校
の
見
守
り
な
ど
、
子
育
て
休

暇
の
適
用
事
由
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

〇
賃
金
の
引
き
上
げ
が
、
物
価
上
昇

に
見
合
っ
て
い
な
い
。

〇
負
担
軽
減
の
た
め
に
は
、
定
数
増

と
労
働
条
件
の
改
善
が
必
要
。

〇
未
配
置
・
未
補
充
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
人
事
委
員
会
が
意
見
し
て

い
る
よ
う
に
原
因
を
分
析
し
、
対
応

策
を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

〇
一
時
金
に
係
る
逆
提
案
は
、
職
員

間
の
新
た
な
分
断
を
生
む
。
撤
回
を

求
め
る
。

今
回
の
当
局
回
答
は
到
底
納
得
の

い
か
な
い
も
の
で
し
た
の
で
、
今
後

も
地
公
労
交
渉
は
続
き
ま
す
。

教
育
に
係
る
問
題
に
係
る
課
題
に

つ
い
て
、
１
１
月
１
１
日
に
埼
教
連

で
交
渉
を
始
め
ま
し
た
。

論
点
は
以
下
の
通
り
。

①
未
配
置
・
未
補
充
問
題

②
多
忙
化
解
消
・
負
担
軽
減

③
事
務
・
司
書
・
栄
養
職
員
の
臨
任

の
同
一
校
継
続
採
用

④
各
種
教
室
や
給
食
調
理
室
の
空
調

設
備

⑤
そ
の
他
（
母
体
保
護
な
ど
）

な
お
、
定
年
引
き
上
げ
、
「
新
た

な
研
修
」
制
度
、
６
０
歳
超
の
評
価

制
度
に
つ
い
て
は
、
最
重
要
な
課
題

と
し
て
、
さ
ら
に
切
り
分
け
て
交
渉

を
重
ね
ま
す
。

定
年
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
１

１
月
１
４
日
に
交
渉
を
も
ち
ま
し
た
。

論
点
は
以
下
の
通
り
。

①
給
与
・
手
当
て

②
高
齢
者
部
分
休
業
制
度

③
採
用
抑
制
問
題

④
高
齢
層
教
職
員
の
福
利
厚
生

⑤
役
職
定
年
制
の
問
題

今
後
も
交
渉
を
続
き
ま
す
。

教
員
の
研
修
は
幅
広
く
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
、
研
修
を
行
う
主
体
の
観

点
が
必
要
で
す
。

教
員
免
許
更
新
制
に
代
わ
る
「
新

た
な
研
修
」
制
度
で
は
、
研
修
履
歴

の
作
成
や
テ
ス
ト
を
含
め
た
成
果
の

確
認
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
多
忙
化
」
解
消
・
負
担
軽
減
の

観
点
か
ら
も
、
そ
の
具
体
的
運
用
に

つ
い
て
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
１

月
１
７
日
に
要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
も
と
に
今
後
、
交
渉
を

始
め
ま
す
。

６
０
歳
超
え
の
教
職
員
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

人
事
評
価
制
度
が
簡
略
化
さ
れ
別
枠

運
用
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
局
は
、
定
年
引
き
上
げ
に
伴
い
、

６
０
歳
を
超
え
る
定
年
引
き
上
げ
教

職
員
の
人
事
評
価
を
、
６
０
歳
以
下

の
教
職
員
と
同
様
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
要
求
書
を
も
と
に

交
渉
を
始
め
ま
す
。

賃
金
確
定
署
名
の
と
り
く
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
職
場
の
力
を
集
め
、

要
求
実
現
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
賃
金
確
定

関
連
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
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埼
教
組
賃
金
闘
争
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

埼
教
組
、
埼
高
教
、
県
職
で
構
成
す
る
地
公
労
（
埼
玉
県
地
方
公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会
議
）
は
１

１
月
７
日
（
月
）
、
「
２
０
２
２
年
度
賃
金
等
の
確
定
に
関
す
る
重
点
要
求
書
」
に
も
と
づ
く
第
１
回

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
当
局
は
、
３
年
振
り
に
給
与
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
改
定
を
示
し
ま
し
た
が
、

若
年
層
の
み
の
改
定
。
額
は
こ
の
間
の
物
価
高
騰
に
見
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
勤
勉

手
当
の
「
差
別
支
給
」
に
つ
い
て
も
言
及
。
到
底
納
得
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
に
係
る
課
題
は

埼
教
連
交
渉
へ

第１回地公労交渉で示された
当局の主な回答

・月例給は、人事委員会勧告の通り

・一時金支給月数は0.10月引き上げ

（再任用は0.05月引き上げ）

ただし、0.01を原資に評価の賃金

リンクをする。（つまり逆提案）

・教職員の未配置・未補充解消のた

めに、「ペーパーティーチャー」

やしばらく教壇を離れていた方々

などを対象にしたセミナーを行う。

１１月から１２月にかけて県内３

会場で開催。

・教員の未配置・未補充で児童生徒

が未履修とならないように、緊急

の措置として非常勤講師を配置す

るなどの対応。

参
加
者
の
声

小
澤
議
長
よ
り
見
解

会
計
年
度
任
用
職
員
や
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
や

臨
任
の
同
一
校
継
続
任
用
な
ど
、
具
体
的
な
策
は
示
さ
れ
ず

未
配
置
・
未
補
充
解
消
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
？

「
定
年
引
き
上
げ
」
交
渉

埼
教
連
交
渉

「
６
０
歳
超
の
評
価
制
度
」
交
渉

力

を

結

集

し

、

要

求

実

現

を

「
新
た
な
研
修
」
交
渉


